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一
社
会
福
祉
費
寄
贈
一
 

御
子
息
の
香
典
返
し
と
し
て
 

福

田

 
耕
氏
（
八
幡
町
）
よ
り
 

今
般
八
幡
町
福
田
耕
氏
よ
り
御
令
息
 

謹
ん
で
福
異
氏
御
令
息
の
御
逝
去
 

亡
直
樹
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
 

を
御
悔
み
申
上
げ
ま
す
と
共
に
御
厚
志
 

封
害
町
の
社
倉
祉
認
会
に
寄
附
を
社
会
福
祉
の
上
に
役
立
て
度
い
畠
（
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

い
ま
す
。
 

新
入
園
児
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
 

、、ノ 
（園） 

、、ノ 
（育） 

/

I、

 

、、ノ 
（保） 

／ー 

ニ
月
一
日
よ
り
ニ
月
十
日
ま
で
 

今
年
の
四
月
か
ら
入
 

園
す
る
保
育
園
児
の
受
 

付
を
、
目
月
一
日
至
 

二
月
十
日
間
行
わ
れ
ま
 

す
。
定
員
は
次
の
通
り
 

で
す
。
 

中
血
〈
保
育
園
（
炭
坑
）
 

二
五
O
名
 

第
一
保
育
園
（
弁
城
）
 

医
師
の
陣
容
が
強
化
さ
れ
ま
す
 

グ
黒
木
先
生
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
ク
 

診療所だより 
一 

外
科
の
先
生
と
し
 

一
月
末
よ
り
動
務
さ
れ
る
予
定
で
あ
 

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
 
り
ま
す
の
で
、
旧
に
倍
し
て
充
分
御
利
 

馴
染
み
深
い
、
黒
木
公
 
用
下
さ
い
ま
す
様
御
願
い
致
し
ま
す
。
 

夫
先
生
が
今
度
診
療
所
 

に
入
所
さ
れ
る
事
に
な
 

り
ま
し
た
。
先
生
は
昭
 

和
「
干
二
年
三
月
末
渡
 

］ 

米
さ
れ
専
心
医
術
の
研
 

究
に
当
ら
れ
、
大
手
術
 

は
勿
論
、
内
科
・
産
婦
 

人
科
を
も
合
せ
て
研
究
 

な
さ
れ
、
名
実
共
に
大
家
と
な
ら
れ
た
 

方
で
あ
り
ま
す
。
 

‘

、

 

五
O
名
 

第
二
保
育
園
（
新
門
）
 

四
五
名
 

第
三
保
育
園
（
古
門
）
 

五
O
名
 

保
育
園
は
大
事
な
時
期
の
「
産
（
を
、
 

心
身
共
に
健
か
に
育
て
上
げ
る
所
で
あ
 

り
ま
す
。
家
庭
で
立
派
に
育
て
ら
れ
る
 

な
ら
結
構
で
す
が
、
殆
ん
ど
の
場
合
こ
 

れ
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
 

か
。
保
育
園
で
は
、
専
門
の
保
母
先
生
 

が
朝
か
ら
タ
刻
ま
で
家
庭
の
お
母
さ
ん
 

に
変
っ
て
保
育
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

文
化
的
に
健
康
で
、
清
潔
な
、
そ
し
 

て
明
る
い
生
活
を
喜
ぶ
験
け
、
真
面
目
 

で
自
主
的
な
熊
度
と
、
誰
と
で
も
協
刀
 

出
来
る
民
主
的
な
気
持
ち
を
抱
く
様
 

に
、
即
ち
皆
ん
な
と
一
緒
に
仕
事
を
す
 

る
こ
と
を
楽
し
む
生
活
の
損
導
を
す
る
 

所
で
あ
り
ま
す
。
 

児
童
の
気
持
ち
が
、
生
れ
変
っ
た
様
 

に
立
派
に
育
て
ら
れ
ね
ば
な
り
I
ま
せ
 

ん。 小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
保
育
園
に
 

入
れ
て
下
さ
い
．
保
育
料
は
今
迄
通
り
 

で
あ
り
ま
す
、
 

教育委員会のお知らせ 

ク
新
し
い
一
年
生
に
 

健

康

診

断

を

ク

 

サ
ク
ラ
咲
く
四
月
、
元
 

気
一
杯
入
学
し
て
来
る
新
 

し
い
一
年
生
の
姿
は
、
父
 

兄
に
と
っ
て
は
勿
論
、
町
 

民
全
部
に
と
っ
て
も
新
し
 

い
希
望
と
新
し
い
力
と
優
 

し
い
微
笑
を
覚
え
さ
せ
て
 

呉
れ
ま
す
。
 

新
し
い
一
年
生
は
み
ん
 

な
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

一
人
で
も
病
気
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
 

ん。 お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
今
か
ら
充
 

分
、
可
愛
い
い
一
年
生
の
カ
ラ
ダ
に
気
 

を
つ
け
て
下
さ
い
．
 

教
育
お
（
員
会
で
は
近
い
う
ち
に
、
新
 

一
年
生
の
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
 

畿
 

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
其
の
日
に
は
、
 

一
人
残
ら
ず
お
連
れ
下
さ
い
ま
す
よ
う
 

愛
の
浄
金
次
々
に
寄
せ
ら
る
 

グ
青
年
婦
人
含
め
て
ク
 
（
方
城
鉱
）
に
よ
る
街
頭
募
金
を
 

社
会
の
不
幸
を
無
 
を
起
し
ま
し
た
処
、
左
記
の
通
り
御
協
 

く
し
、
皆
ん
な
が
 
力
を
戴
き
ま
し
た
。
 

幸
せ
で
あ
る
様
に
 

犬
星
婦
人
会
よ
り
一
金
八
百
四
拾
円
 

と
、
昨
年
の
暮
れ
 

前
村
婦
人
会
よ
り
一
金
五
百
拾
円
 

例
年
の
通
り
歳
末
 

春
田
婦
人
会
よ
り
一
金
参
百
円
 

た
す
け
あ
い
運
動
 

八
幡
町
婦
人
会
よ
り
一
金
八
百
円
 

【写真説明】竣工間近い青年、婦人研修所 
…

・

・

．

・

・

．

・

・

‘

・

・

．

・

・

．

・

・

．

・

・

，

・

・

．

！

…

、

・

‘

．

．

・

，

．

・

‘

 

お
ら
達
の
智
慧
と
努
力
が
 

《
 

融
け
合
い
磨
き
合
っ
て
驚
す
る
り
 

話

k
ロ
い
の
殿
堂
が
 

い
ま
、
こ
こ
に
‘
ー
 

一
 

お
ら
達
の
明
日
の
力
を
 

方
城
の
朋
日
の
文
化
を
 

こ
こ
か
ら
生
み
だ
す
の
だ
 

さ
あ
ー
・
頑
張
ろ
」
っ
 

野
添
婦
人
会
よ
り
一
金
八
百
四
拾
五
 

円
 

弁
城
坑
婦
人
会
よ
り
一
金
四
百
弐
拾
 

円
 

畑
婦
人
会
よ
り
一
金
八
百
五
円
 

浄
万
寺
婦
人
会
よ
り
一
金
参
百
六
拾
 

円
 

上
弁
城
婦
人
会
よ
り
一
金
壱
千
七
百
 

五
拾
五
円
 

新
門
婦
人
会
よ
り
一
金
六
百
円
 

中
古
門
婦
人
会
よ
り
六
百
五
拾
円
 

西
古
門
婦
人
会
よ
り
五
百
五
拾
円
 

久
六
婦
人
会
よ
り
四
百
八
拾
五
円
 

迫
婦
人
会
よ
り
九
百
九
拾
円
 

後
谷
婦
人
会
 
壱
千
四
百
六
拾
九
円
 

草
場
婦
人
会
 
二
百
六
拾
円
 

東
古
門
婦
人
会
 
五
百
「
搭
八
円
 

新
町
婦
人
会
 
「
旨
二
十
円
 

丸
山
婦
人
会
 
三
百
七
十
円
 

中
原
婦
人
会
 
二
百
円
（
一
回
」
窃
 

後
は
欠
号
 
フ
 

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
お
願
い
致
し
ま
 

す。 
不
幸
な
お
子
さ
ん
を
 

お
持
ち
の
お
父
さ
ん
 

お
母
さ
ん
へ
／
 

身
体
異
状
者
（
盲
、
聾
、
唖
）
又
は
 

智
能
異
状
児
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ
 

ぞ
れ
専
門
の
学
校
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

教
書
曇
員
会
ま
で
お
出
で
下
さ
い
．
い
 

ろ
ノ
、
と
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

方
城
砿
業
所
婦
人
会
青
年
団
よ
り
 

一
金
壱
万
参
百
五
拾
六
円
 

方
城
砿
業
所
青
年
団
よ
り
一
金
六
千
 

弐
百
五
拾
参
円
 

役
場
強
貝
一
同
よ
り
一
金
弐
工
弐
百
 

円
 

此
の
皿
の
出
る
様
な
醸
出
金
は
広
く
 

社
会
福
祉
の
上
に
役
立
た
せ
る
と
壮
（
 

に
、
こ
の
運
動
に
御
協
力
下
さ
い
ま
し
 

た
以
上
の
団
体
に
対
し
謹
み
て
厚
く
御
 

礼
申
上
げ
ま
す
。
 

ー
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rL 号
 

,I 第
 

よ り だ
 

政
 

町
 

昭和34年2月I日 
、
 

（防H犯）（だ）（よ）（り） 
田

川

署

 33 

年

の

犯

罪

白

書

 

依
然
と
し
て
減
少
せ
ぬ
暴
力
事
犯
ー
 

件
、
十
一
月
の
三
三
「
葎
、
」
百
の
三
 

二
七
件
、
五
月
三
二
四
件
、
一
番
発
生
 

の
少
い
の
は
一
月
の
一
一
〇
〇
件
と
季
節
 

的
に
も
犯
罪
発
生
の
要
因
を
含
ん
で
い
 

急
激
な
減
少
み
せ
た
詐
欺
事
犯
ノ
霧
醸
「
鶏
嚢
郵
 

田
川
署
の
全
刑
法
犯
 
迫
一
O
件
増
加
し
、
傷
害
三
九
件
減
少
 
繁
華
街
、
飲
み
屋
街
が
多
く
、
後
藤
寺
 

発
生
件
数
は
一
昨
年
 
）
窃
盗
は
二
、
五
六
二
件
に
対
し
二
、
 

駅
前
、
日
の
出
町
、
本
町
、
魚
町
派
出
 

三
、
六
四
二
件
に
対
し
 
四
七
ニ
件
の
九
〇
件
の
減
少
、
も
っ
と
 
所
管
内
が
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
発
生
 

昨
年
三
、
四
七
o
件
と
 
も
減
少
し
て
い
る
の
は
智
能
犯
三
五
三
 
を
本
し
て
い
る
の
は
一
応
う
な
づ
け
る
 

轟
鷺
難
難
網
繁
議
醸
護
警
『
 

一
議
舞
慧
（
雌
麟
一
 

四
八
九
件
に
対
し
四
八
 

月
別
に
見
る
と
気
分
の
う
っ
と
う
し
 

る
な
ど
の
、
徹
底
し
た
捜
査
欝
で
の
 

九
件
の
同
率
（
恐
喝
一
 

く
な
る
梅
雨
期
の
大
月
が
一
番
多
く
三
 
ぞ
ん
で
い
る
・
 

「
秤
、
暴
行
六
件
、
脅
 
八
七
件
発
生
し
、
次
は
師
走
の
三
四
六
 

方

城

町

よ

く

健

斗

プ

 

る
 

団

体

成

績

2

位

を

獲

得

 

‘
ご
 催

 
開
 

会
 

大
 

、ノ ソ
 

ーフ マ
 

年
 

青
 

郡
 

全
 

月
 

田
 一

月
二
十
五
日
、
田
川
郡
青
 
当
方
城
町
も
五
名
の
選
手
が
こ
れ
に
参
 

年
団
連
絡
離
会
主
催
の
マ
 
加
、
十
ニ
時
十
分
赤
池
橋
を
出
発
、
精
 

ラ
ソ
ン
大
会
が
、
お
り
か
ら
 
橋
折
返
し
の
コ
ー
ス
を
追
い
つ
追
わ
れ
 

の
好
天
気
の
も
と
田
川
郡
全
 
つ
の
接
戦
を
展
開
し
た
。
 

部
か
ら
な
る
青
年
代
表
選
手
 

激
し
い
接
戦
に
各
町
と
も
落
伍
者
相
 

を
集
一
め
て
盛
大
に
行
わ
れ
 
続
ぐ
中
を
力
城
チ
ー
ム
は
よ
く
奮
走
、
 

たo
 

一
名
の
落
伍
者
も
な
く
全
員
ゴ
ー
ル
、
 

‘
●
，
、
．
●
、
一
‘
'
,
I
，
‘
・
・
，
●
●
，
？
、
，
●
‘
、
 

ト
ソ
気
分
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
、
つ
 
た
が
な
い
が
、
成
人
し
て
の
ち
の
も
の
 
ス
の
患
者
が
と
く
に
多
い
よ
う
に
感
じ
 

こ
れ
か
ら
の
子
供
は
、
大
切
に
そ
し
 

い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
．
ニ
人
の
青
年
 
は
、
気
を
つ
け
る
と
、
あ
る
程
度
は
予
 
ら
れ
る
。
 

て
健
康
に
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

が
、
花
も
ひ
ら
か
ず
に
、
前
後
し
て
病
 
防
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
 

‘
ロ
イ
マ
チ
ス
が
古
く
な
り
、
関
節
が
 

二
人
の
青
年
た
ち
の
よ
う
に
、
こ
れ
 

魔
の
た
め
に
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。
 

ー
 
生
、
関
節
が
痛
み
ま
す
が
 

動
か
な
く
な
っ
て
か
ら
治
療
し
て
は
も
 
か
ら
と
い
う
時
期
に
、
死
神
に
つ
れ
さ
 

一
人
は
高
校
出
て
ま
も
な
い
青
年
 

ー
う
ん
、
ロ
イ
マ
チ
ス
で
す
よ
と
い
 
う
お
そ
い
。
 

ら
れ
る
の
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
 

で
、
一
人
は
結
婚
適
令
期
の
青
年
で
あ
 

う
と
 

病
気
は
な
ん
で
も
早
い
う
ち
に
治
療
 
と
は
な
か
ろ
う
。
 

る． 

ー
あ
あ
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
で
す
か
、
そ
 
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

リ
ュ
ウ
マ
チ
は
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
 

結
婚
も
せ
ず
病
死
し
た
青
年
た
ち
の
 

両
親
の
心
中
を
思
う
に
、
主
治
医
で
あ
 

る
私
は
申
し
上
げ
る
言
葉
も
な
い
。
 

ま
た
一
生
懸
命
に
病
床
を
訪
れ
た
私
 

は
、
だ
ま
っ
て
死
神
と
対
決
し
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

ー

聴

診

器

の

中

か

ら

 
（6 

一
一
人
の
青
年
の
 

園
 

田
 

病
気
は
二
人
と
も
心
臓
弁
膜
症
と
心
 
ん
な
b
、
オ
キ
ュ
ウ
で
も
し
て
お
き
ま
 

内
膜
炎
と
い
う
、
難
か
し
い
も
の
で
あ
 
し
よ
う
と
い
う
工
合
に
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
 

つ
た
。
 

を
馬
鹿
に
す
る
傾
向
が
あ
る
。
 

心
臓
弁
膜
症
と
い
う
病
気
は
、
生
れ
 

こ
の
リ
ュ
ウ
マ
チ
こ
そ
、
ほ
っ
て
お
 

つ
き
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
 
く
と
心
臓
弁
膜
症
な
ど
の
原
因
に
な
る
 

が
あ
る
。
 

の
で
あ
る
。
 

生
れ
つ
き
の
も
の
は
、
ま
あ
致
し
か
 

レ
か
も
、
こ
の
方
城
町
は
ロ
イ
マ
チ
 

ロ
イ
マ
と
い
う
の
は
、
ラ
テ
ン
語
で
 

『
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
意
味
の
言
葉
 

で
、
た
し
か
に
医
学
の
中
で
も
不
朋
の
 

と
こ
ろ
が
あ
る
。
 

し
か
し
、
近
。
ろ
で
は
新
し
い
特
効
 

薬
が
出
来
て
お
り
、
チ
ン
バ
も
歩
き
出
 

声
・
く
ら
い
つ
幼
力
を
も
っ
て
い
る
。
 

、
 

h・
”
 

」
”
 

く

」

』

ー

ー

 

J、
レ
‘
'
 ，

ト

ー

 

』

【

 

な
い
。
早
く
み
つ
け
て
、
予
防
し
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

火
事
に
な
っ
て
あ
わ
て
る
の
で
は
な
 

く
、
こ
れ
か
ら
は
病
気
を
起
す
血
削
に
予
 

防
す
る
と
い
」
っ
頭
の
き
り
か
え
を
し
て
 

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
 

一
一
人
の
青
年
の
死
を
ム
ダ
に
し
た
く
 

な
い
の
で
、
あ
え
て
こ
の
欄
に
記
し
た
 

次
第
で
あ
る
。
 

末
筆
な
が
ら
、
二
人
の
冥
福
を
祈
っ
 

て
止
ま
な
い
。
 

（
診
寮
所
長
・
医
学
博
士
）
 

疾走中の茅野選手 

団
体
成
績
第
二
位
を
獲
得
 

し
た
。
 

団
体
成
績
左
の
通
り
）
 

3 2 1 
位位位 

赤方川 

池城崎 

町町町 

斗
い
終
っ
た
方
城
 

チ
ー
ム
 

第11回理事会開催 
ク
2
3
月
の
事
業
計
画
、
役
員
改
選
等
を
審
議
プ
 

当
協
議
会
は
一
月
一
十
五
日
 

第
十
一
回
理
事
会
を
開
き
、
 

2
3
月
の
事
業
計
画
及
び
役
 

員
改
選
等
に
つ
い
て
審
議
を
 

行
い
次
の
事
項
を
決
定
致
し
 

ま
し
鷹
 

記
 

一
、
子
供
会
リ
1
ダ
ー
研
修
 

ハ
イ
キ
ン
グ
 

（
一
百
十
五
日
実
施
）
 

子
供
の
幹
部
と
共
に
香
春
の
神
宮
院
に
 

観
梅
ハ
イ
キ
ン
グ
お
よ
び
日
本
セ
メ
ン
 

名
 

申
込
期
日
 

二
月
五
日
迄
に
公
民
館
に
届
出
で
の
 

事
 

そ
の
他
 

中
食
お
よ
び
筆
記
用
具
持
参
の
と
 

と． 

二
、
新
理
事
・
委
員
の
届
出
 

各
単
位
子
供
会
毎
に
連
絡
協
議
会
の
 

新
理
事
・
委
員
を
選
出
、
三
月
十
六
 

日
迄
に
公
民
館
ま
で
名
簿
を
提
出
の
 

と
と
。
 

O
 

o
 

一
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
お
知
ら
せ
一
 

O
 

。
 

ト
香
春
工
場
見
学
を
行
う
。
 

ハ
イ
キ
ン
グ
道
中
、
数
班
に
別
れ
種
 

A
の
ゲ
ー
ム
及
び
道
標
の
つ
け
方
等
の
 

実
習
を
行
い
目
的
地
に
到
り
中
食
後
、
 

ゲ
1
ム
・
ソ
ン
グ
等
の
指
導
を
行
う
。
 

集
合
場
所
及
び
出
発
時
刻
 

東
古
門
分
館
前
（
午
前
九
時
）
 

参
加
人
員
 

単
位
子
供
会
よ
り
児
童
（
リ
1
ダ
1
 

）
六
名
（
男
子
「
唇
、
女
子
「
肩
）
 

大
人
（
理
事
又
は
引
率
責
任
者
）
一
一
 

三
、
総
会
及
び
講
演
会
・
理
事
会
の
開
 

催
（
三
月
二
十
一
百
実
施
予
定
）
 

本
年
度
の
事
業
報
告
、
役
員
改
選
、
 

新
年
度
の
事
業
計
画
、
規
約
改
正
そ
 

の
他
重
要
議
題
の
審
議
決
定
を
行
 

い
、
又
「
新
時
代
に
そ
う
子
供
熱
月
 

の
在
り
方
と
児
童
の
心
理
」
に
つ
い
 

て
の
講
演
会
懇
談
会
を
行
う
。
終
了
 

後
新
旧
役
員
に
よ
る
理
事
会
を
開
催
 

す
る
。
 

？・・‘・・！・・．・・．！・．・・．・・、．・、‘・・，・、．・・．・・，.'.．・1
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!,．・・．・・．「 

3
 
落
ち
て
い
た
お
金
 

防

犯

映

画

 の
 
催

し

 

県
・
郡
防
犯
協
会
主
催
、
方
城
町
防
犯
 

合
に
依
り
変
更
の
場
合
あ
り
）
 

協
会
後
援
の
防
犯
啓
蒙
巡
回
映
画
を
左
 
ニ、 

場
所
及
び
時
間
 

記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
 

1
午
後
一
時
よ
り
（
於
）
弁
城
小
学
 

防
犯
的
見
地
よ
り
有
益
な
材
料
を
主
と
 

校
講
堂
 

し
て
取
扱
っ
た
映
画
で
あ
り
ま
す
の
で
 

2
午
後
六
時
よ
り
（
於
）
譲
中
学
 

防
犯
翼
関
係
者
、
一
般
父
兄
の
御
参
 

校
体
育
館
 

観
を
切
に
希
望
し
ま
す
。
 

三
、
 
映
画
題
名
 

記
 

1
 
友
情
物
語
 

一
、
期
日
 

ニ
月
十
一
，
ロ
 

（都 

2
 
小
猫
の
落
書
 

4
‘
親
の
心
、
子
の
心
 

以
上
 

《

」

「

」

一

！

一

」

」

一

一

一

！

】

！

！

一

「

一

」

一

一

一

 

公民館よりお知らせ 

二
月
実
施
予
定
の
公
民
館
 

巡
回
映
画
は
映
写
機
械
故
 

障
の
為
、
中
止
致
し
ま
す
 

の
で
悪
か
ら
ず
御
諒
承
下
 

さ
い
．
 

観
タ
w
 


